













ている。先進国から発展途上国への生産移転をモデル化した代表的な研究に Grossman and Helpman (1991,
Ch. 11, 12)のプロダクト・サイクルモデルがある。彼らのモデルにおいては、新しい財は先進国のイノベー
ションによって生み出され、その後、発展途上国が模倣活動によって生産方法を習得する。Grossman and






(2001)は、イノベーションによって製品の品質が上昇する Grossman and Helpman (1991, Ch. 12)の品質
上昇型プロダクト・サイクルモデルに先進国から発展途上国へのアウトソーシングを導入し、静学的な効果に
加えて動学的な効果も存在することを示した。














先に紹介した Glass and Saggi (2001)および Hashimoto (2012)以外にも、国際的なアウトソーシングを
考慮に入れたプロダクト・サイクルモデルはいくつか存在する。Glass (2004)はアウトソーシングにコストが
かからないモデルにおいて、発展途上国における知的所有権保護強化（模倣の減少）がイノベーションやアウ




























risdsは i国における 0期から  期までの累積的利子率で、ris は i国における s期の利子











; 0 <  < 1 (3)
*1 本稿のモデルは、形式的には、Helpman (1993) および Okawa (2010) にアウトソーシングを導入したモデルとなっている。
Okawa (2010)は Grossman and Helpman (1991, Ch. 11)において模倣活動を外生的にした Helpman (1993)に資本移動を
導入している。
2




























ここで、Li は i国の労働人口を表し、Et  ENtLN + EStLS は経済全体の支出水準である。
(2)の予算制約の下での生涯効用 (1)の最大化により、以下の最適条件が得られる。
_Eit=Eit = rit    (7)
ここで、ドット付きの変数は時間に関して微分したことを表す。資本移動は自由であると仮定すると、
rNt = rSt = rt が成立するので、 _ENt=ENt = _ESt=ESt = _Et=Et となる。したがって、(7)は以下のように
なる。





とされる。そして、最終財の生産に必要とされる中間財のうち、 2 (0; 1)の割合はアウトソーシングによっ
て南で生産することが出来る*3。したがって、北の企業の限界費用 cNt は以下のようになる。








(1  )wNt + 

(10)
*2 この点は、先行研究の Glass and Saggi (2001)とは異なる。Glass and Saggi (2001)ではアウトソーシングを行う前に生産技
術を南に適応しなければならない。そのためには、北の労働が必要とされる。
*3 以下では、 の増加をアウトソーシングの増加と解釈する。
*4 Glass and Saggi (2001) および Okawa (2010) も同様の基準化を行っている。一方、Grossman and Helpman (1991, Ch.
11, 12)では、Et = 1と基準化している。
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したがって、北の企業の利潤 Nt は以下のようになる。
Nt = (1  )pNtxNt = 1  

cNtxNt (11)
Helpman (1993)、Sayek and Sener (2006)、Glass (2004)および Okawa (2010)と同様に、模倣活動は労働
投入を必要とせずに外生的に起こり、模倣された財は完全競争下で生産されると仮定する。

















rtvt = Nt + _vt   hvt (15)





LN = aNgt + (1  )nNtxNt (16)
右辺第 1項はイノベーション活動への労働需要、第 2項は生産活動への労働需要である。
南の労働市場均衡条件は以下で表される。


















ここで、t  nNt=nt は模倣されていない財の割合である。t は以下の微分方程式に従う。






nStxSt = LS   





(1  )LS   (LN   aNgt)
LN   aNgt =
(1  )LS








pt(i)xt(i)di = pNtnNtxNt+ pStnStxSt となるので、(10)、(12)、(20)および (21)よ
り、以下のように表すことが出来る。


































ここで、t  (1  )wNt=cNt は北の限界費用における北の労働コストの割合である。
(25)を (24)に代入して、以下を得る。











(1  )LS   (LN   aNgt)

































































ここで (22)より、f は gt の増加関数で  の減少関数であるということを用いている。(31)を (30)に代入し














(1  )LS   (LN   aNgt) + 1  LS=Et





  (1  tt)1  
t
gt   (gt + h)t
t(1  t)
(33)
上の式を _gt について解くことにより、gt の微分方程式を得る。
_gt = 	





  (1  tt)1  












(1  )LS   (LN   aNgt) + 1  LS=Et
 1
> 0















a11 =  (g + h)



















































































この式より g が決定される。この式に陰関数定理を適用して、dg=d > 0となる。すなわち、アウトソーシン
グの増加によって生産活動のための労働需要が北から南に移転し、北ではより多くの労働を研究開発活動に





ることを示した。これは品質上昇型プロダクト・サイクルモデルである Glass and Saggi (2001)と同様の結
果であり、アウトソーシングの増加が必ずしもイノベーションを増加させるとは限らないとした Hashimoto
(2012)とは対照的である。このことから、Glass and Saggi (2001)と Hashimoto (2012)において、アウト
ソーシングの増加がイノベーションに与える効果に違いをもたらしたのはイノベーションのタイプ（バラエ
ティ拡大型か品質上昇型か）ではなく、モデルの設定であると考えることが出来る。Hashimoto (2012)では




*5 イノベーションと模倣の正の関係は Grossman and Helpman (1991, Ch. 11)にも共通する特徴である。
7
参考文献
Glass, Amy Jocelyn (2004) `Outsourcing under imperfect protection of intellectual property.' Review of
International Economics 12(5), 867{884
Glass, Amy Jocelyn, and Kamal Saggi (2001) `Innovation and wage eects of international outsourcing.'
European Economic Review 45, 67{86
Grossman, Gene M., and Elhanan Helpman (1991) Innovation and Growth in the Global Economy (Cam-
bridge, MA: MIT Press)
Hashimoto, Ken-ichi (2012) `International outsourcing and long-run growth in a variety expansion model.'
Theoretical Economics Letters 2, 391{394
Helpman, Elhanan (1993) `Innovation, imitation, and intellectual property rights.' Econometrica
61, 1247{1280
Okawa, Yoshifumi (2010) `Innovation, imitation, and intellectual property rights with international cap-
ital movement.' Review of International Economics 18(5), 835{848
Sayek, Selin, and Fuat Sener (2006) `Outsourcing and wage inequality in a dynamic product cycle model.'
Review of Development Economics 10(1), 1{19
8
